
第 3号議案 令和８年度事業計画(案)及び収支予算(案)に関する件 

（ 令和８年 4 月 1 日～令和９年 3 月 31 日 ） 

 

2026年 2月 28日に米国とイスラエルによるイランへの軍事攻撃をきっかけに、

イラン紛争が勃発、これに対しイランは、湾岸諸国のエネルギー関連施設や米

軍の拠点、イスラエルへの攻撃に踏み切り、緊張は一気に拡大し、加えて、ホ

ルムズ海峡の封鎖により、エネルギー供給や物流に深刻な混乱が発生し、影響

は中東地域にとどまらず、世界全体へと波及しています。中東情勢の悪化によ

るエネルギー価格の高騰に追い打ちをかけているのが、歴史的な円安で

あり、日本は化石燃料のほぼ全量を輸入しているため、円安が進行する

と、同じ量のエネルギーを調達するにもより多くの円が必要になります。

このように、国際的な資源価格の上昇に加え、為替の影響によって輸入

コストがさらに押し上げられ、我が国には全産業に及ぶ景気後退の懸念が出

ています。一方、国は法定の最低賃金の大幅上昇を目指す施策を進めています

が、物価や燃料代などの大幅な上昇が続き、実質賃金の改善が厳しい状況であ

り、労働環境の悪化によって労働災害は増加する懸念があります。 

令和８年度は、第１４次労働災害防止計画の４年目にあたり、この第１４次

労働災害防止計画の目標達成のためにも、労働災害防止を群馬労働基準協会連

合会の最重点課題といたします。 

当連合会は、労働安全衛生法第７７条第６項に規定されている登録機関とし

ての使命を引き続き、果たすべく、技能講習等の県内企業に周知広報に努め、

キャンセル待ちの受講者への速やかな連絡などのきめ細かい対応や法令改正に

対応した講習等の実施など企業が求める要望を的確に捉える対応を行ってまい

ります。 

加えて、令和２年度から実施している事務局体制の見直し等により事務経費

の削減を継続し、さらに、WEBによる受講受付など、時代のニーズに沿った積極

的な体制を進めて参ります。 

令和８年度については、先の中東紛争やトランプ米政権の影響により、安全

衛生講習の受講者数の減少が予想され、前年度より減額させた厳しい予算とし

ていますが、さらにきめ細かな受講生の確保対策や事務局経費節減により、プ

ラスに転じるよう努めてまいります。 

当連合会は、定款第３条に規定する「勤労者の福祉の増進と産業の健全な発

展に寄与すること」を事業目的として、群馬労働局及び労働行政の関係機関か

ら信頼される団体となり、群馬県内の事業所が労働災害ゼロの達成に向けた取

組みに必要となる事業等を次のように計画し実施いたします。 

 

１. 総会・理事会関係 

（1）通常総会（５月） 

（2）理事会（５月、１１月、３月） 

 

２．行事・講習会等 



（1）産業安全衛生大会 

ア．群馬産業安全衛生大会（７月３日）の開催(１２団体主催) 

     この大会の開催による労働災害防止効果を最大限にあげるために、

災害防止の国内最大研究機関による特別講演を大会に組み入れ、大会

内容の充実を図ります。 

さらに加えて、講演大会開催状況や表彰受賞者の取組手法などを当連

合会のホームページに掲載するなどの効果的措置を実施していきます。 

イ．全国産業安全衛生大会（９月）への参加と地区協会に参加勧奨 

 

（2）講習等の事業 

「令和８年度 各種技能講習等実施計画表」を作成するなど、当連合

会が群馬労働局及び各安全衛生団体等との連携を図って参ります。 

（3）群馬地区出張特別試験 

令和８年度出張特別試験は、１０月３１日(土)及び１１月１日（日）

の２日間で実施します。 

（4）関係団体が開催する会議等に出席し、連携強化を図ります。 

ア．中央労働災害防止協会 

イ. 全国労働基準関係団体連合会 

ウ．建設業労働災害防止協会群馬県支部 

エ．陸上貨物運送事業労働災害防止協会群馬県支部 

オ．林業・木材製造業労働災害防止協会群馬県支部 

カ．（一社）日本クレーン協会群馬支部 

キ．（一社）日本ボイラ協会群馬支部 

ク．（一社）日本ボイラ協会群馬検査事務所 

ケ．（公社）建設荷役車両安全技術協会群馬県支部 

コ．群馬県砕石工業組合 

サ．（一社）日本労働安全衛生コンサルタント会群馬支部 

シ．（公社）日本作業環境測定協会北関東支部群馬分会 

ス．群馬産業保健総合支援センター 

セ．群馬衛生管理者協議会 

ソ．その他 

 

３．広報 

（1）会報「群馬労働基準ニュース」の発行及びホームページの作成・更新 

（2）参考資料、ポスター、参考図書等の配布 

 

４. 地区基準協会及び群馬労働局との連携強化 

   地区労働基準協会事務局長会議の開催 

 

５. 事務局の運営基盤強化 

（1）事務局体制の効率化 

（2）事務局経費の節減 


